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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における世界経済の動向としては、米国では、生産、投資にやや減速傾向が見られる

ものの、引き続き個人消費主体に堅調が続いており、欧州も、緩やかながら回復基調が持続しております。また、

中国をはじめとする新興国では、緩やかに景気が減速傾向にあり、ブラジルやロシアなどでは経済の低迷が続いて

おりますが、世界経済全体としては緩やかな回復が続いております。

 一方、日本経済の動向は、景気回復傾向が続いておりますが、円高が懸念材料となっております。

 こうした中、当社グループにおいては、オートモティブ部門では、国内市場で新製品の全自動フロンガス交換機

が好調なスタートを切るなど引き続き安定的に推移しましたが、インダストリアル部門では、海外市場での急速な

円高の影響等を受け、主力製品であるダイアフラムポンプが伸び悩み、低調な推移となりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は2,078百万円（前年同期比△212百万円、9.3％減）となり

ました。売上高を部門別にみますと、オートモティブ部門は572百万円（前年同期比1百万円、0.2％増）、インダ

ストリアル部門は1,204百万円（前年同期比△207百万円、14.7％減）となり、上記部門に属さないサービス部品や

修理売上などのその他の部門の売上高は301百万円（前年同期比△6百万円、2.0％減）となりました。

 利益面では、売上総利益は794百万円（前年同期比△76百万円、8.8％減）となり、営業利益は115百万円（前年

同期比△17百万円、13.2％減）、経常利益は93百万円（前年同期比△65百万円、41.1％減）となり、親会社株主に

帰属する四半期純利益は64百万円（前年同期比△39百万円、37.6％減）となりました。

 当第１四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は次のとおりであります。

 日本における外部顧客に対する売上高は1,216百万円（前年同期比△51百万円、4.1％減）、営業損失は21百万円

（前年同期は営業利益2百万円）となりました。米国における外部顧客に対する売上高は574百万円（前年同期比

△143百万円、19.9％減）、営業利益は77百万円（前年同期比△27百万円、26.1％減）となりました。オランダに

おける外部顧客に対する売上高は228百万円（前年同期比△14百万円、6.1％減）、営業利益は23百万円（前年同期

比△9百万円、29.1％減）となりました。中国における外部顧客に対する売上高は59百万円（前年同期比△2百万

円、4.2％減）、営業利益は0.7百万円（前年同期比△2百万円、79.2％減）となりました。

 また、当第１四半期連結累計期間の連結売上高に占める海外売上高は1,015百万円（前年同期比△161百万円、

13.7％減）で、その割合は48.9％となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は10,134百万円となり、前連結会計年度末に比べ384百万円の減

少となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少（△202百万円）、商品及び製品の減少（△22百万円）、

原材料及び貯蔵品の減少（△40百万円）、有形固定資産の減少（△70百万円）、投資その他の資産の減少（△16百

万円）等によるものであります。

 負債合計は3,103百万円となり、前連結会計年度末に比べ173百万円の減少となりました。これは主に支払手形及

び買掛金の減少（△78百万円）、賞与引当金の減少（△82百万円）等によるものであります。

 純資産合計は7,030百万円となり、前連結会計年度末に比べ210百万円の減少となりました。これは主に利益剰余

金の減少（△19百万円）、為替換算調整勘定の減少（△171百万円）等によるものであります。

 この結果、自己資本比率は66.8％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は2,512百万円となり、前連結会計年度末に比べ9百万

円の減少となりました。

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 営業活動によるキャッシュ・フローは224百万円の純収入（前年同期は29百万円の純支出）となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純利益93百万円、売上債権の減少による162百万円等の収入要因があったものの、法人

税等の支払額31百万円等の支出要因があったことによるものであります。

 投資活動によるキャッシュ・フローは42百万円の純支出（前年同期は120百万円の純支出）となりました。これ

は主に有形固定資産の取得による49百万円等の支出要因があったことによるものであります。

 財務活動によるキャッシュ・フローは121百万円の純支出（前年同期は137百万円の純支出）となりました。これ

は主に長期借入金の返済による38百万円、配当金の支払による74百万円等の支出要因があったことによるものであ

ります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成28年５月13日の「平成28年３月期

決算短信」発表時に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

 

- 3 -

㈱ヤマダコーポレーション（6392）　平成29年３月期　第１四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,501,786 2,543,527 

受取手形及び売掛金 1,685,406 1,482,876 

有価証券 50,840 － 

商品及び製品 1,362,364 1,339,625 

仕掛品 304,657 341,972 

原材料及び貯蔵品 525,628 484,888 

繰延税金資産 132,505 125,551 

その他 187,108 144,483 

貸倒引当金 △8,320 △13,274 

流動資産合計 6,741,976 6,449,651 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,568,866 1,524,071 

土地 1,190,257 1,180,016 

その他（純額） 593,623 578,552 

有形固定資産合計 3,352,746 3,282,640 

無形固定資産 49,705 43,953 

投資その他の資産 374,438 357,822 

固定資産合計 3,776,890 3,684,416 

資産合計 10,518,867 10,134,067 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,370,549 1,291,778 

短期借入金 120,000 120,000 

1年内返済予定の長期借入金 192,484 186,730 

未払法人税等 36,539 33,964 

賞与引当金 123,050 40,594 

未払費用 138,461 143,686 

その他 106,493 133,161 

流動負債合計 2,087,577 1,949,916 

固定負債    

長期借入金 453,397 420,904 

繰延税金負債 228,663 222,510 

退職給付に係る負債 393,965 398,133 

資産除去債務 20,349 20,349 

長期未払金 32,270 32,270 

その他 61,079 59,385 

固定負債合計 1,189,726 1,153,553 

負債合計 3,277,303 3,103,469 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 600,000 600,000 

資本剰余金 58,187 58,187 

利益剰余金 6,157,108 6,138,035 

自己株式 △5,435 △5,929 

株主資本合計 6,809,860 6,790,293 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 80,781 68,285 

為替換算調整勘定 83,124 △88,302 

その他の包括利益累計額合計 163,905 △20,017 

非支配株主持分 267,797 260,322 

純資産合計 7,241,563 7,030,598 

負債純資産合計 10,518,867 10,134,067 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 2,290,426 2,078,226 

売上原価 1,418,862 1,283,400 

売上総利益 871,564 794,825 

販売費及び一般管理費 738,845 679,643 

営業利益 132,718 115,182 

営業外収益    

受取利息 295 202 

受取配当金 8,234 8,330 

負ののれん償却額 1,222 1,222 

為替差益 16,630 － 

不動産賃貸料 2,482 8,323 

その他 3,959 1,577 

営業外収益合計 32,825 19,657 

営業外費用    

支払利息 3,662 1,459 

売上割引 3,448 3,219 

為替差損 － 35,647 

その他 20 1,216 

営業外費用合計 7,130 41,542 

経常利益 158,413 93,296 

特別利益    

固定資産売却益 101 － 

特別利益合計 101 － 

特別損失    

固定資産処分損 24 － 

特別損失合計 24 － 

税金等調整前四半期純利益 158,490 93,296 

法人税、住民税及び事業税 51,679 33,695 

法人税等調整額 3,688 2,325 

法人税等合計 55,367 36,020 

四半期純利益 103,122 57,275 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △715 △7,475 

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,837 64,751 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 103,122 57,275 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 22,602 △12,495 

為替換算調整勘定 52,551 △171,427 

その他の包括利益合計 75,153 △183,923 

四半期包括利益 178,276 △126,647 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 178,991 △119,171 

非支配株主に係る四半期包括利益 △715 △7,475 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 158,490 93,296 

減価償却費 132,871 82,561 

負ののれん償却額 △1,222 △1,222 

受取利息及び受取配当金 △8,530 △8,532 

支払利息 3,662 1,459 

売上債権の増減額（△は増加） 77,498 162,435 

たな卸資産の増減額（△は増加） △112,151 △70,115 

仕入債務の増減額（△は減少） △38,752 △42,251 

その他 △40,661 31,402 

小計 171,203 249,033 

利息及び配当金の受取額 8,530 8,532 

利息の支払額 △3,656 △1,441 

法人税等の支払額 △205,248 △31,386 

営業活動によるキャッシュ・フロー △29,171 224,737 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △5,500 △501 

定期預金の払戻による収入 500 500 

有形固定資産の取得による支出 △126,928 △49,965 

有形固定資産の売却による収入 9,680 － 

投資有価証券の取得による支出 △708 △863 

その他 2,099 8,267 

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,857 △42,563 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 127,000 110,000 

短期借入金の返済による支出 △115,000 △110,000 

長期借入金の返済による支出 △48,061 △38,247 

配当金の支払額 △93,514 △74,214 

その他 △8,357 △8,666 

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,933 △121,127 

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,673 △70,148 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △273,288 △9,100 

現金及び現金同等物の期首残高 2,822,639 2,521,907 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,549,350 2,512,806 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  日本 米国 オランダ 中国 

売上高          

外部顧客への売上高 1,267,797 717,536 243,244 61,847 2,290,426 

セグメント間の内部売上高又は振替高 504,160 15,235 2,089 － 521,485 

計 1,771,957 732,772 245,334 61,847 2,811,912 

営業費用 1,769,538 628,070 212,571 58,155 2,668,336 

セグメント利益又は損失（△） 2,418 104,701 32,763 3,692 143,575 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 143,575

セグメント間取引消去 11,886

棚卸資産の調整額 △22,743

四半期連結損益計算書の営業利益 132,718
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  日本 米国 オランダ 中国 

売上高          

外部顧客への売上高 1,216,140 574,390 228,470 59,224 2,078,226 

セグメント間の内部売上高又は振替高 412,163 16,353 1,363 － 429,880 

計 1,628,304 590,743 229,833 59,224 2,508,106 

営業費用 1,649,310 513,366 206,619 58,455 2,427,753 

セグメント利益又は損失（△） △21,005 77,376 23,213 769 80,353 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 80,353

セグメント間取引消去 △25,133

棚卸資産の調整額 59,962 

四半期連結損益計算書の営業利益 115,182
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